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全５回ワークショップのまとめ
報告書

2024年2月6日

18：30～



第１回ワークショップ
2023年９月１日（金）

テーマ：南草津駅前についてふりかえろう。

・ワークショップの目的、概要説明
・上位計画の説明

・昨年、一昨年の社会実験の記録説明
・テーブルワークの進め方説明
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 目的、ワークショップの概要を説明
「１０年後・２０年後を見据えた南草津駅周辺における車から人中心の利用し
たくなる居心地の良い都市デザイン・まちづくりを皆さんで考える」

地域住民や事業者を巻き込んだワークショップや社会実験などを行い、参加す
る方々の意見を取りまとめ、市民の意見が反映された都市デザイン・まちづく
りを草津市の担当部局に提案を行い、市の施策に反映させます。

（１）ワークショップの概要
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 上位計画の説明
① 草津市都市計画マスタープランからの南草津の位置づけ
② 南草津エリアまちづくり推進ビジョンによる南草津の位置づけ
③ 交通政策課の参考提案（参考）
東側・西側広場の明確な役割分担の交通コンセプト

• 前年度、前々年度のワークショップの記録の説明
あらかじめ、昨年度と前々年度の旗を配置図に刺しておく
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前提となる草津市の計画などについて

（１）ワークショップの概要

前年度までのワークショップの成果報告
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テーマ：南草津駅前のまちづくりをふりかえろう！！
旗刺しを活用して交通・人との課題抽出、現状の魅力を議論しよう

（２）テーブルワークの目的

現況の航空写真と改題点を書いた
旗を使ったテーブルワーク
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昨年行われたワークショップの成果の旗が刺さった平面を
元に作業を開始し、活発な意見交換が行われた。

（３）テーブルワークの作業風景
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（３）テーブルワークの作業風景

各班の課題ポイントに刺さった旗の成果



各テーブルでの旗刺し平面図の成果を以下のように取りまとめた。
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（４）テーブルワークを取りまとめた成果資料



10
東口・西口に対して、交通への課題や使われ方の課題が数多く出ました。

（４）テーブルワークを取りまとめた成果資料

各テーブルでの旗刺し平面図を取りまとめ



第２回ワークショップ
2023年９月２７日（水）

テーマ：課題を解決し、新しい南草津駅を考えよう！
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前回の課題の解決方法を模索すると同時に、図面を使っ
て現況図面・写真に解決計画図を作成する
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（５）テーブルワークの目的

■テーブルワークでの議論内容
テーマ：「課題解決を考え、新しい南草津駅を計画しよう！！」



第１回目のワークショップの課題を整理し、それが解決できるコンストラクションをみんなで考える。
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（５）テーブルワークの資料
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（６）テーブルワークの作業風景

課題を理解しながら、班ごとに色々な解決策が発表され、
新しい南草津駅の展望が見えてきました。



１班 ２班
■10年～20年後に実現可能な課題解決の成果平面図

３班
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（７）テーブルワークの成果
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■10年～20年後に実現可能な課題解決の成果平面図
（７）テーブルワークの成果

４班 ５班

フォローアップ班



東口ロータリーについて課題解決の抽出

①ロータリーの屋根を拡幅し、雨の日でも安心して歩ける歩道空間を創出する。

②屋根を拡幅することで雨だけでなく、日差しの課題を解決させる。

③ロータリー全体が大きく、昼間はあまり使われていないので、全体的にコンパク
トにすると同時に、ロータリー内を広場として活用する。

④現状のロータリー内築山や植栽帯を縮小して、周辺の歩道部を拡幅する。

⑤バス待ちの渋滞を解消できる大きい広場を創出し、飲食や休憩が出来る様にする。

⑥ロータリーの中央部へ渡ることが出来るペデストリアンデッキを延伸させる。

⑦ロータリーの中央部分にバスの乗降スペースを設置する。

⑧ペデストリアンデッキにもベンチを点在させ休息空間を創出する。

⑨防災機能を兼ね揃えたロータリー空間を創出する。（半屋外空間を待機場所に活
用する）

フェリエ側について課題解決の抽出

①フェリエ側にも屋根を連続させる。

②フェリエの店舗が舗装広場でも出店できる空間を創出する。

③フェリエと一体となり屋外でも飲食できる空間を創出する。

■10年～20年後に実現可能な課題解決の取りまとめ
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（８）テーブルワークの成果の取りまとめ



西口の東山道記念公園について課題解決の抽出

①公園内の休憩できる場所に大小の屋根を点在させる。

②現状座る場所は多いが、心地よく座れるベンチを点在させ、滞在時間を長くする。

③空を見上げることが出来るハンモックやソファ等のファニチャを配置する。

④多世代が交流できる場を創出する。

⑤植栽を明るい配色に変更すると共に、開放的な植栽構成とする。

⑥子供が遊び、座ったり寝転がったりできる築山を芝生広場に創出する。

⑦周辺からの視認性を高めるため、現況樹木を整理し、北西角部に幅の広い階段テ
ラスを創出する。

⑧通り抜けしやすく、見晴らし良く、歩きやすい園路を構成する。

⑨ロータリー沿いの歩道空間を縮小することで、歩行者への標識を設置してスムー
ズな動線を確保すると共に、公園を拡大する。

⑩駐輪場の人工地盤上は電車が見える場所なので、子どもが遊べる遊具広場として
活用する。（線路に向かってブランコや滑り台を設置する）

⑪人工地盤上に畳などを敷く等して、現状の日本庭園を活かしたい。

⑫公園南側の植栽帯を撤去して、アクセスしやすいエントランス空間を創出する。

⑬きれいな芝生広場とする。

⑭芝生広場に向かって大きな屋根を設置し、その下にステージを設ける。

■10年～20年後に実現可能な課題解決の取りまとめ
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分水工について課題解決の抽出

①分水工周辺に芝生を貼ったり、遊具を配置したり、自習スペースを点在させ、回
遊性に配慮する。

②分水工を上から覗ける空間を創出し、学びの機会を展開する。（透明の屋根を設
置する、展望広場、歩道橋等）

③グラッシーさんのガーデンを取りやめることなく、ガーデンを眺める休息できる
ベンチや屋根を設置し、更に拡充する。

④昆虫や生物が見られる生物多様性のガーデンを創出する。

⑤分水工と連動するイメージを持たせる水景を創出する。

ロータリー及び周辺交通について課題解決の抽出

①車線数を減らし、無料の停車帯と駐車帯を設ける。

②北側の車道部に横断歩道を設置し、安全を確保し、北エリアとの連続性を図る。

③信号を設置し、安全安心な交差点を創出する。

④舗装広場はイベント出来る空間と屋根を設置する。

⑤アーバンホテル前の並木は伐採して明るい歩道空間とする。

⑥コンビニ前の広場に芝生を貼り、ベンチを多数設置する。

⑦全体サインを設置し、施設配置を明確にする。

⑧１Fから直接改札につながるエスカレーターを設置する。

■10年～20年後に実現可能な課題解決の取りまとめ
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第３回ワークショップ
2023年１０月３１日（火）

テーマ：計画図を元に、社会実験について話し合おう！
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課題解決の意見を計画提案図をもとにしながら、「将来を
イメージしながら」様々な活用方法の意見を出し合い、次

回の社会実験・体験の項目を決定する。



10年後～20年後の解決策を整理し、計画に盛り込みながら
計画提案図をそれぞれ作成する。

東側ロータリーの提案内容

A案 駅舎沿いの南北に大きな広場を設け、北側にステップ
広場とロータリー内に広場空間を創出

B案 フェリエ前に大きな広場を設け、フェリエとの連携を
強化し、東側店舗前の歩道空間も拡幅

西側東山道公園の提案内容

A案 芝生広場を大きく取り、大きなイベントに対応した、
開放的で見通しの良い公園

B案 多様な形状の芝生広場を点在させ、大小多様な活動に
対応できる公園

西側ロータリーの提案内容

A案 ロータリーを縮小し、駅前広場を拡充させ、駅前と店
舗前に駐車場を配置

B案 ロータリーは現状形状を活かし、ゆったりとした通行
を考慮し、駅前と店舗前に駐車場を配置
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（９）テーブルワークの概要



■東口側の計画提案図-A案

ロータリーを活用した
芝生広場

屋根付きのバスの降車場高低差を解消する
ステップ広場

現況の歩車道ラインを移動
した大きな舗装広場空間

歩道空間及び屋根の拡幅

東西に移動できる横断歩道

南北に大きな広場を配置し、駅との連携を図りロータリー内に広場を創出する案

フェリエと連続した滞留空間

0 10 20 30

店舗前の滞留空間
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（９）ワークショップの概要



バス降車場への横断歩道

ペデストリアンデッキや大
屋根の下も含めた広場空間

屋根付きのバスの降車場

フェリエと連続した滞留空間

歩道空間及び屋根の拡幅

0 10 20 30

緑陰のサークルベンチ

店舗前の滞留空間
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（９）ワークショップの概要

■東口側の計画提案図-B案

フェリエ前に大きな広場を配置し、フェリエとの屋内外での賑わいを創出する案



開放的な階段
エントランス

電車を眺める
幼児遊具広場

築山と一体と
なった大きな
芝生広場 多様に活用できる

人工芝広場

分水工の湧水と同時
に演出する噴水広場芝生広場に面した屋根

付きのステージテラス。

人の動線を示す

開放的
エントランス

分水工を眺める
展望広場

0 10 20 30
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■西口側の計画提案図-A案

芝生広場を大きく取り、開放的で見通しが良い公園

（９）ワークショップの概要

店舗・駅に近い
送迎専用駐車場

両側から利用できる
テラス広場

現況のロータリーより
も縮小し、駅前の舗装
広場を拡大



人の動線を示す

開放的な階段
エントランス

見通しの良い
エントランス

電車を眺める
展望広場

分水工を眺める
展望広場

歩道を彩るガーデン広場 両側から利用できる
屋根付きステージ広場

店舗・駅に近い
送迎専用駐車場

樹林に囲まれた
木陰テラス広場

草花に囲まれた
小空間の芝生広場

0 10 20 30
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■西口側の計画提案図-B案

大小の芝生広場を点在させ、多様な活動に対応できる公園

（９）ワークショップの概要

現況のロータリーと同等
に屋根幅を拡幅

多世代が交流できる
芝生広場

分水工の湧水と同時に
演出する噴水広場



①東口・西口の計画提案図を元に、イメージしながら将来何が出来るか、何が
したいか、また新しい空間の規模や配置の検証等を議論する。

（１）プランを見てイメージしながら将来に「だれが、どこで、どの時間帯に、何をした
いかシール」（活動シール）に各自色々と記載してもらう。
西口・東口２案あるので、各案毎に記載してもらう。
重複しても構わない。別々の案があっても良い。
たくさんのご意見をお願いします。

（２）出てきた「活動シール」を「体験できる」シートに
判別しながら整理。

（３）その中から、実際できる「活動シール」を皆で決めて、
実際体験・体感してみる。

（４）活動が決まれば、持ち物チェックリストにて、使用する
もの、台数、役割分担を記入する。

（５）各班にて、発表する。
発表する内容は、①活動体験する項目 ②体験する場所
③使用するものと数量、役割 ④なぜそこにしたのかを説明！！

学校の友達と

テラス広場

学校帰りに

スターバックスでコーヒー
を買い、おしゃべりする。
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（10）テーブルワークの目的
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（11）テーブルワークの作業風景

計画図を元に、ハード整備だけでなく、皆さんの楽しい活
動が加わり、よりよい駅前空間が出来上がってきました。



持ち物チェックリスト・できるできないシート成果

１班 ２班

３班 ４班

５班
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（12）テーブルワークの成果
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（12）テーブルワークの成果の取りまとめ
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（12）テーブルワークの成果の取りまとめ



第４回ワークショップ
2023年１１月１２日（日）

テーマ：みんなで決めた社会実験をやろう！
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10時00分～12時00分
• 将来をイメージしながら、社会実験を行い、規模感や利用形態を想像する。

• 各班に分かれて、社会実験（体験）の実施すると同時に、実験ワークシートに
記載する。

• 計画提案図を見ながら、現地レクチャを行い確認する。
（時間割を設定し、体験実施している班と、計画図を見ながら計画地を歩く班に
分かれて実施する）

体験できる条件
・体験する場所の使用許可は、 UDCBKが関係各所への手続きを行う。
・車道は規制があるため、今回は不可。歩道及び公園内とする。
・公園内の電源については、関係各所に確認。
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（13）社会実験の目的



3班

2班

5班

4班

1班33

（14）社会実験の作業風景
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（15）現地説明の作業風景
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（16）ワークシートの取りまとめ

各班が行った社会実験の内容と風景
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（16）ワークシートの取りまとめ

社会実験を行って、思ったこと感じたことについて
◆実際に公共空間を体感したことで、これからの南草津駅周辺の公共空間のより良い利用方法として
どのようなイメージを持つことができましたか。（1/3）

• おすすめの本を持ち寄り、語り合う（外部の方が入りやすいブース配置/設計）
• ・どうしても通過しがちな駅前広場がみんなが気軽に立ち寄って交流できる場に変化する様子がイ

メージできた。電子化が進む本でも、実物の本でもあったり、Wi-Fiがあったり、麻雀の卓があった
りすれば交流の場となると思う。

• 今以上に自由に活用できそう
• 駅前にくつろぐスペースを展開するイメージ。人が集まり、賑やかしができる。
• いろいろな方が気軽に立ち寄れて生活しやすく住みやすい街がイメージできた。
• ゆっくりくつろぐスペースや子どもと遊ぶイメージができた
• 徒歩で駅に行く人々が少し足を止める場所としての空間
• 遠くから見て、気になるエリアがあることが広場として重要。立ち止まって見ることができるライ

ブ映像、デジタルサイネージ的なものは新しい広場のあり方として良いと思った。

南草津駅前西口（全体）

• 人工芝やハンモック、アウトドアチェアを持ってきたことで、それぞれの目線で見え方がこんなに
違うのか体験できた。

• 人工芝で子どもが体を使って遊んでいると空間として明るくなる。
• 人工芝があるだけで、様々な利用(でんぐり返し、寝る等)ができ、子どもが丘で遊ぶ姿、自然と子

どもたちが友達になる。

南草津駅前西口（舗装広場）
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（16）ワークシートの取りまとめ

社会実験を行って、思ったこと感じたことについて
◆実際に公共空間を体感したことで、これからの南草津駅周辺の公共空間のより良い利用方法として
どのようなイメージを持つことができましたか。（2/3）

• 各世代が何かイベントとかではなく、自然に集えるイメージを持つことができた。東山道公園の利
用の可能性が広がると思う。

• 公園全体を使って憩いの場が作れる気がした。車で来る人も自転車で来る人も徒歩で来る人もどん
な人にも優しい公園になりそう。

• プロジェクターではなくモニターの方が良い？
• 芝生広場を含めあらゆる芝生で寝転がって読書
• 芝生広場での長時間の利用方法がイメージできた。ビニールシートを敷いて座りながらボードゲー

ムをする利用方法がイメージできた。

南草津駅前西口（公園）

• 比叡山をぼんやり望む/鉄道ウォッチング（子どもや鉄道好き向け、南草津の外からも）

南草津駅前西口（日本庭園（駐輪場上））

• 活動できる空間や場が多くあるように感じたため、少しくつろげる場、休憩スポットができると良
いと思う。

• 時間帯によって、駅や周辺を利用する層が変わってくるため、ターゲットを明確に定めることでよ
り良い公共空間になると思った。

• ご近所さんとちょっとした会話ができる。
• 外でやるため、暑くても寒くても少し厳しいものがある。

南草津駅前東口（全体）
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（16）ワークシートの取りまとめ

社会実験を行って、思ったこと感じたことについて
◆実際に公共空間を体感したことで、これからの南草津駅周辺の公共空間のより良い利用方法として
どのようなイメージを持つことができましたか。（3/3）

• バスを急いで乗ることが少ないため、混んでいるときにそれを避けるために休憩してからバスに乗
ることがイメージできた。

• 人が集まっておしゃべりできる空間利用がイメージできた。
• 東口のバス乗り場付近で朝ごはんを食べ損ねた人にスープを販売する。ペデストリアンデッキのこ

じんまりした空間で知り合いとしゃべる。

南草津駅前東口（ロータリー）

• 適度に静かで過ごしやすいことが分かった。国道からも距離があり。空気も悪くない。

南草津駅前西口（ペデストリアンデッキ）



• 実は少し傾斜がある。人の通りはあるが、人の目はそんなに気にならない。
• 実際に自分たちで使ってみることで、使い方をイメージできた。みんなで使っていたら周りの目は気にならなかった。
• 少しの工夫で利用の幅は無限に広げられる。ex)人工芝ででんぐり返し、タイルのマス目で9マス鬼ごっこ
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（16）ワークシートの取りまとめ

社会実験を行って、思ったこと感じたことについて
◆社会実験を体験して、どのような気付きや発見がありましたか（1/2）

• 各グループが点在しているなかで、様々な人が点在していることが大事だと改めて感じた。
• 分水工や芝生などにある座れる箇所はほとんど石やタイルで冷たくて、冬は特に座りたいと思えないのかなと思う。
• 普段出会わない方と出会える機会があり、遊びを小さなお子様から習うことができた。
• 電源など整備の充実。
• これから南草津がより良い街になっていける実感がした。
• 西口は徒歩で駅に行く人が多いので、親子連れの方は何か活動していれば、足を止め、興味をしめす方々が複

数いた。
• 駅上からはなにかやっているなということ、芝の上からビルや木々の眺めは安心感や安らぎができた。
• 人工芝がせり出す形だったが、障害を持つ方の通り道を邪魔した。

南草津駅前西口（ロータリー）

• コンビニからロータリーの出口にかけて植えてある木は少し減らしても良いと思う。
→元々あまり日が当たらないので少し暗く感じる。

南草津駅前西口（ロータリー）

• 今回、本のワークショップをしたが、もう少しみんなの目につく場所で行うようにするとみんなの気が向くと思った。

南草津駅前西口（日本庭園）

南草津駅前西口（舗装広場）
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（16）ワークシートの取りまとめ

社会実験を行って、思ったこと感じたことについて
◆社会実験を体験して、どのような気付きや発見がありましたか（2/2）

• 電気があると幅広く活動できそう(交番から使用させてもらう）。

南草津駅前東口（全体）

• 何かすると通行スペースを確保できない。通行スペース(幅員)を拡幅すべき。
• フリースペースとして知り合い以外の人に活用してもらいにくい。
• 南草津駅ができた記念のオブジェを上から見たらつながっていた。 (玉川をイメージしていること)

南草津駅前東口（ロータリー）

• フェリエ入り口付近は結構過ごしやすい。

南草津駅前西口（ペデストリアンデッキ）
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（16）ワークシートの取りまとめ

社会実験を行って、思ったこと感じたことについて
◆他の班の過ごし方を見て、気づいたこと（1/2）

• 様々に過ごしている様子はとても良いと思った。どうしてもかたまってしまうので、一般の人は通
りづらいというか、近づきにくいので、何をしているか気になったと思う。

• 通りがかった人が気軽に入れるものの方が良いと思う。
• 何をしているのか気になって、自然と近づいてしまう。
• 多くの人の目につく場所で活動を行うことが大切だと思った。
• 他の班まで見て回れなかったので、どのように過ごしていたのか知りたい。
• それぞれの班がゆったり過ごすことができていると感じた。
• 公園の方では子ども向け、東口は大人向けの空間でいいのではないかと思った。

南草津駅前全体

• 南草津の音空間は没個性的、視覚面以外のアプローチも必要。
• コーヒーがあってよかった。朝ごはんを手軽に食べられるスタンドが欲しい。
• 交番前に４班のfreeWi-Fiのスポットがあった。→エスカレーターから降りて見た時に柱でわかりに

くく、パッと見ではなにをしているのかわかりにくかった。

南草津駅前東口（全体）



• 大勢での遊びは楽しい。
• 広い空間が多く、もっと公園感があるとよいと思う。(遊具とか)

南草津駅前西口（全体）

南草津駅前西口（日本庭園）

• A案で展開されていた芝生、9マス鬼ごっこや芝生広場での活動が「多世代共存」のよい縮図で「使
いこなしている」実感を得た。

• 映像は意外と遠くからでも見えたので、大きいスクリーンで見ると楽しそう。小さなスペースでも
遊べたりコミュニケーションの場として活用できるのだと思った。

• 芝生があればピクニックのようなことがしたくなるが、ボードゲームや麻雀をやるようなことに発
展していて、みんな家を変わらないような雰囲気なのがよかった。

• 芝生広場が子どもが遊んでいて楽しそうだった。
• 昼のプロジェクターは見づらいけど良かった。
• パブリックビューイングはぜひ実現してほしい。
• 現在の芝生広場は見通しが悪いため、通行する人からは見えにくいと感じた。(光泉中・高の生徒は

芝生広場を通って駅に行くのでえその人たちくらい？)提案計画のように見通しを確保すれば、利用
は増加する可能性が高まると感じた

• 西口は広い空間が多く、もっと公園感があるとよいと思う。(遊具とか)
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（16）ワークシートの取りまとめ

社会実験を行って、思ったこと感じたことについて
◆他の班の過ごし方を見て、気づいたこと（2/2）



• トイレはもう少しきれいに、明るく、また身障者用などのトイレ設置等改善の必要があると思う
• 西口の三角錐のある(日本庭園ぽいところ)広場のアクセス。人が集まるようにするなら、入りやす

くした方が良い。
• 子どもが自由に遊ぶので、安全面への配慮が必要
• 芝生広場を分割して、今ある大きさ程度のものをいくつか配置したら、それぞれの過ごす場所が近

くなると思う。
• 電源の位置は使用するイメージをもとに考えてほしい。
• 西口A案は公園の中を通れない、少し道路にせり出すため、通行する人のことは考えなくてもよい

と感じた。

南草津駅前西口（計画ハード面）

南草津駅前西口（景観）

• ロータリーに敷いた人工芝の明るい緑が広場を明るくしていた。
• 水景の配置や大きさはさらに検討することでもっと良くなるように思った。
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（16）ワークシートの取りまとめ

提案計画図のレクチャーを受けて、思ったこと感じたことについて
◆将来の南草津駅前広場をイメージしながら社会実験したことで、提案計画図のどこを改善した方が
良いと感じましたか（1/2）



• Aの交番広場は具体的な使いかたイメージできず、デッドゾーンになるのでは。
• 東口B案の屋根のない広場→屋根をつけたり、机や椅子が置けた方がよいのかと思った。
• A案/B案のどちらも良い部分があるため、組み合わせた計画図があるといいと思う。
• 交番をどうするか。

南草津駅前東口（計画ハード面）

南草津駅前東口（景観）

• 雨などのことを考えると屋根があった方が良いが、それによって空を見ることができなくなるのは
マイナスだと思う。
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（16）ワークシートの取りまとめ

提案計画図のレクチャーを受けて、思ったこと感じたことについて
◆将来の南草津駅前広場をイメージしながら社会実験したことで、提案計画図のどこを改善した方が
良いと感じましたか（2/2）

• 時間帯や曜日によって活用の仕方が変わりそう。
• 運営する方(広場の活用)が工夫していけるといいと思う。

南草津駅前東口（計画ソフト面）



• 東口、西口共に帰宅ラッシュ時にお迎えに来る車が多くなる。どうやって駅前の交通整理をするの
かと思った。

南草津駅前全体（計画）

南草津駅前西口（景観）

• トイレはもう少しきれいに、明るく、また身障者用などのトイレ設置等改善の必要があると思う
• 誰もが休める椅子やテーブルの設計もいると感じた。(高齢者/身障者の方も)
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（16）ワークシートの取りまとめ

提案計画図のレクチャーを受けて、思ったこと感じたことについて
◆現地で計画図のレクチャーを受け、提案計画図のどこを改善した方が良いと感じましたか

南草津駅前東口（景観）

• A/B案ともにバス降車客が「降りた」時に目に入ってくる要素（南草津らしさ）が重要だと思った。

南草津駅前東口（計画ハード）

• A案①でできる活動が制限される（球技とかはきつそう）
→ダブルダッチ、ブレイクダンス、ピアノパフォーマンスとかはできそう、どういった活動を前提にハード面
をつくるかは要協議

南草津駅前東口（その他）

• ロータリー内の使い方はもう少し具体的なイメージ(シミュレーション結果など)あるとわかりやす
いかなと思う。



• 実験時に意識する「将来像(A案・B案)の情報量が多いので、レクチャーでの再確認はもう少し、早
い段階でもよかったと思う。

• いろいろな年代の方とお話できて楽しかった。
• ゆったり自分の時間が過ごせるというのが今後の目標であるし、それを体験できてよかった。
• 麻雀やボードゲーム等家でやるイメージがあるものを外でやってみるのは新鮮で良いものだと感じ

た。多くの人が利用できたら良いと思う。
• 今まで参加しておられなかった方の参加もあり、よかった。
• 引き続き、このような取り組みを継続してほしい。
• 楽しかった。
• 「只今、社会実験中」○〇〇してます、と看板があればほかの人にも知ってもらえると思う。駅を

使う人/通行者に少しでもPR（内容/目的がわかる工夫）をした方がいいのではないかと思った。
• とても楽しんで参加させてもらった。ありがとう。
• たっぷり話ができてよかった。
• 体験することで、周りの人の雰囲気も見ながら考えることが大切だと感じた。
• 南草津駅の移動するだけの駅としての利用ではない利用法で過ごせて楽しかった。
• 「寝転がる」など屋外活動の際は天候・気候に留意すべき
• プロジェクター、広場での利用は日当たりを避ける必要あり
• アクティビティはある程度集めた方が良い
• 身内で何かしている感じが出すぎると他が入って来にくい
• 外でやるため、暑くても寒くても少し厳しいものがある。
• フリースペースとして知り合い以外の人に活用してもらいにくい。
• 多くの人の目につくような場所を選択することが大切であると思った。最初はあまり人の目につか

ない場所を選択したことで、あまり多くの人に気づいてもらえなかったと思った。
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（16）ワークシートの取りまとめ

社会実験に対する感想や改善すべき点について



第５回ワークショップ
2023年１２月１９日（火）

テーマ：賑わいや魅力ある駅前にするために！
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２案から１案に取りまとめた提案計画図で説明
（計画提案平面図及びスケッチアップ数点で説明）



東口エリアの前回までの提案計画図（A案・B案）

A案 B案
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（17）ワークショップの概要



A案 B案
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（17）ワークショップの概要

西口エリアの前回までの提案計画図（A案・B案）



西口エリア 東口エリア

A矢視図

B矢視図
C矢視図

D矢視図

B矢視図A矢視図C矢視図

D矢視図

E矢視図

多世代と交流しながら公園を中心に
「ゆったりと過ごすことができる」エリア

多様な人々が行き交う広場を中心に
「施設と融合しながら休憩できる」エリア

UDCBKでの産学公民の多様な主体によるワークショップで出された駅前広場の案を
計画提案図に落とし込む
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（17）ワークショップの概要



UDCBKでの産学公民の多様な主体によるワークショップで出された駅前広場のイメージ（東口）

フェリエの店舗と連携する
テラス空間

天候に左右されない大屋根
をロータリーに配置

ゆとりあるバスの乗降空間

多様な利用が可能な広場を創出

ペデストリアンデッキ
に滞留空間を点在

店舗と連携するテラス空間

ロータリー内は最低限の停留を確保し、
利便性を高める 51

（17）ワークショップの概要

２車線分広げ、多様な利用が可能な、
ゆとりある大屋根空間



天候に左右されない大屋根を
ロータリーに配置

開放的な大階段を設置し、
公園の賑わいが滲むと共に、
入りやすくする

多様な利用が可能なゆとりある
駅前広場空間

一時的に駐車できる駐車場
（大屋根下の身障者１台含む）

日常は両側（広場側/ロータリー側）
から使用できるテラス広場と大屋根
空間。
イベント時にはステージとして活用
する屋根付き広場

分水工側にテーブルを配置
している大屋根広場

遊びの要素や、イベント時
の観覧にも使用できる、地
形に変化をもたらす築山

52

歩道部と公園を一体的
にするエントランス

UDCBKでの産学公民の多様な主体によるワークショップで出された駅前広場のイメージ（西口）

（17）ワークショップの概要

広場が開放的に見えるよう
間口を拡充

多様なアクティビティが生まれる
芝生広場

既存樹の枝垂れ桜を中心
とした滞留広場

７台分の送迎停車エリアを確保



西・東口エリアのイメージ鳥瞰スケッチ

ペデストリアンデッキ

開放的な大階段エントランス

多目的な利用が出来る
芝生広場

枝垂れ桜の芝生広場電車が見れる幼児広場

天候に左右されない大屋根を
ロータリーに配置

天候に左右されない大屋
根をロータリーに配置

多様な利用が可能な広場

日常は両側（広場側/ロータリー側）から使用できるテ
ラス広場と大屋根空間。
イベント時にはステージとして活用する屋根付き広場

天候に左右されず利用
できる大屋根広場

こどもを見守る
大屋根広場

ゆとりある駅前広場

バスを直接見せな
い中庭の植栽空間

ゆとりあるバスの乗降空間
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（17）ワークショップの概要

遊びの要素と分水工の
水を連想させる水景



西・東口エリアのイメージ鳥瞰スケッチ

多様な利用が可能な広場

ペデストリアンデッキ

天候に左右されない大屋根
をロータリーに配置

大屋根広場

バス・タクシー停留場

電車が見れる幼児広場

枝垂れ桜の芝生広場

開放的な大階段エントランスステージになるテラス広場

短時間駐車場

多様な利用可能な広場

送迎停車空間（7台）
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多目的な利用が出来る
芝生広場

（17）ワークショップの概要



西・東口エリアのイメージ鳥瞰スケッチ

開放的な大階段エントランス 地形に変化をもたらす築山

多目的な利用が出来る
芝生広場

ステージになるテラス広場

電車が見れる幼児広場

枝垂れ桜の芝生広場

第一分水工と展望広場 分水工側にテーブルを配置
している大屋根広場

天候に左右されない大屋根
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（17）ワークショップの概要



西口エリアのイメージスケッチB矢視図

A矢視図

遊びの要素にもなり、イベント時の観覧にも使用できる、
地形に変化をもたらす築山

開放的な大階段エントランス

電車が見れる幼児広場

多目的な利用が出来る
芝生広場

遊びの要素にもなり、イベント時の観覧にも使用できる、
地形に変化をもたらす築山

歩道部と公園を一体的
にするエントランス

分水工の緑化壁
天候に左右されない
ロータリーの大屋根

多目的な利用が出来る
芝生広場

枝垂れ桜の芝生広場

A

B
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（17）ワークショップの概要

駅前西口広場

多様に利用できる
滞留空間の点在

テラス広場と大屋根空間



西口エリアのイメージスケッチ
D矢視図

C矢視図

広場が開放的に見える
よう間口を拡充

駅前広場の潤いを演出
する水景

天候に左右されない
ロータリーの大屋根

一時的駐車場

駅前滞留空間の
ベンチウォール

展望広場までのスロープ

C

D

芝生広場が駅前広場からの
見通し可能景観

駅前広場のガーデン
（グラッシーさんを想定）

屋外トイレ

EV棟
第１分水工
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駅前西口広場

ロータリー内の築山植栽
公園内の築山植栽

公園内のテラス広場

（17）ワークショップの概要

天候に左右されない
ロータリーの大屋根



E矢視図 西口エリアのイメージスケッチ

E

コンビニエンスストア前の
多目的広場

駅前滞留空間のベンチウォール 駅前広場のガーデン
（グラッシーさんを想定）

コンビニエンスストア 信用銀行
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（17）ワークショップの概要

駅前西口広場

天候に左右されないロータリーの大屋根

短時間専用の駐車場身障者専用の駐車場



東口エリアのイメージスケッチ

バスやタクシーの待ち
時間に滞留できる広場

ペデストリアンデッキ
天候に左右されないロータリーの

大屋根

天候に左右されない
ロータリーの大屋根

フェリエの店舗と連続した
テラス空間

築山を設け、バスを
直接見せない工夫

B矢視図

A矢視図

駅前滞留空間の
ベンチウォール

BA

多様な利用が出来る
駅前広場
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（17）ワークショップの概要

駅前東口広場

ペデストリアンデッキ



東口エリアのイメージスケッチ

多様な利用が可能な広場

バスやタクシーの乗車時
に滞留できるベンチ

D矢視図

C矢視図

駅前滞留空間のベンチウォール

多様な利用が可能な
大屋根広場

C

D

バスやタクシーの乗車時に滞留
できるベンチの点在

築山を設け、バスを
直接見せない工夫
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（17）ワークショップの概要

駅前東口広場

店舗と連携するテラス空間

天候に左右されない
ロータリーの大屋根

天候に左右されない
ロータリーの大屋根

築山を設け、バスを直接見せない工夫



① 計画平面図（A1）（東口・西口が一体となった図面）やパースを見て、
気になったポイントを議論

② だれが、どこで、何をするか、できるか。を議論する。

なにをする どこで だれが（想定） いつ開催予定

ミニコンサート 東山道記念公園内
テラス広場

＠＠＠＠＠
＠＠＠

夕方～夜

ラジオ体操 東山道記念公園内芝生広
場

＠＠＠＠＠ 休日の朝方

出張カフェ 東口多目的広場 ケンタッキー
珈琲館

休日の昼間

アーバンライブラリー 東口多目的広場 草津市図書館
＠＠＠＠

休日の昼間

フリーマーケットファー
マーズマーケット

東口駅前広場 ＠＠＠＠＠ 休日の朝方

（来年度からのチャレンジとして、だれが（ワークショップメンバー以
外も含めて）、どこで、何をするか想定して議論する。）
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（17）テーブルワークの目的
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（18）テーブルワークの作業風景



１班

２班
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（19）テーブルワークの成果資料



３班 ４班 ５班
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（19）テーブルワークの成果資料
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（20）テーブルワークの成果の取りまとめ

①提案計画図を見て、気になったポイントを取りまとめる



②提案計画図を見て、やりたいコト、できそうなコトを取りまとめる
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（20）テーブルワークの成果の取りまとめ


